令和元年度第３回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年８月19日（月）午後１時30分～

２　場所　大阪赤十字会館　４階　４０１会議室
３　出席委員　馬場委員長、髙嶋委員、田辺委員、戸部委員、平野委員、眞下委員
４　議事内容
（１）公立大学法人大阪府立大学平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に係
る評価について
· 事務局から平成30年度業務実績の評価結果（案）について説明があり、記載内容について審議が行われた。
· 審議において、大項目評価・全体評価等について審議が行われ、一部の評価について意見があった。その結果、小項目評価を「Ⅳ」から「Ⅲ」に変更するとともに評価結果については、委員長において文案を調整することとなった。
· 事務局から第三期中期目標期間業務実績評価に係る評価結果（案）について説明があり、記載内容について審議が行われ、評価結果が決定された。
　　＜主な意見＞
· 大項目「３－５　その他業務運営に関する重要目標」の小項目評価について、入試ミスの発生は大学にとって大きな問題であり、事後処理を適切に行ったことをもってリスクマネジメント・コンプライアンスの項目を計画どおりと評価することは難しいのではないか。
· 再発防止自体が目標であると思われるため、事後対応が良くても高い評価とならないのではないか。また、施設整備は優れていたが、他の項目の成果を考慮しても、計画を上回っているというのはいかがか。
· ミスをゼロにするというのは難しい作業ではあるが、社会に対する責任ということを問われると返す言葉がない。
· 入試ミスが発生した項目について計画を上回っているとした場合、外部からどう評価されるかといった点は重要と思われる。
（２）新法人の評価の進め方について
· 事務局から各年度終了時における業務実績評価実施要領（案）及び中期目標期間等に係る業務実績評価実施要領（案）について説明があり、新法人の評価の進め方について審議が行われた。

　　＜主な意見＞
· 実施要領（案）における「法人の意見申し立て機会の付与」については、法人からの意見は、評価結果に対してではなく、評価決定の判断にあたっての正確性を確保するためとすべき。
· 評価に当たっては、基本方針に「わかりやすく示す」「重点的な取組に考慮する」とあるため、毎年度の重点的な取組みなどをわかりやすく示し、これを中心に評価を行ってはどうか。
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